職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	大手企業および国内外グループ会社を対象に、内部統制（J-SOX／US-SOX）、ガバナンス構築、内部監査、不正調査、FCPA・各国規制対応、BCP／危機管理など、リスクマネジメント領域の高度化支援に従事。現状把握・リスク分析・統制設計・監査・改善・定着までを一貫して担当し、統制の成熟度向上、監査指摘削減、運用効率化、ガバナンス強化に貢献してきた点を強みとする。



■　職務経歴
勤務先名：○○アドバイザリー＆コンサルティング株式会社　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：内部統制（J-SOX／US-SOX）／内部監査支援／FCPA対応／ガバナンス構築／不正調査（フォレンジック）／BCP・危機管理／情報セキュリティ・リスク管理／海外ガバナンス支援◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
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	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：ガバナンス・リスク・コンプライアンス（GRC）コンサルティング部

　　　　　　　　

	
	【担当職務】　
•  内部統制（J SOX／US SOX）の統制設計・文書化・ITGC／ITAC評価・統制改善 
•  国内外拠点の内部監査、リスクアセスメント、監査計画・報告のリード 
•  不正疑義調査、データ分析、FCPA／各国規制の実務対応、ガバナンス整備 
•  BCP策定・訓練、地政学リスク・海外安全リスクへの初動体制構築 
•  経営層・海外拠点・監査法人・法務・ITとの調整を伴うPMO業務全般（進捗／課題／リスク管理）
【実績・成果】
•  SOX（J SOX／US SOX）評価プロセスの改善により、統制テスト工数を20〜40%削減。 
•  統制文書（RCM／業務フロー）を標準化し、国内外5〜10拠点のガバナンスレベルを均質化。 
•  不正調査において重大リスクを早期に特定し、損失見込みを大幅抑制。 
•  内部監査のリスクベース化を推進し、監査指摘件数を継続的に減少。 
•  BCP・危機管理体制の刷新により、初動対応の明確化・訓練効果の向上を実現。 
•  FCPA／海外規制対応において、複数子会社のコンプライアンス体制を改善し、違反リスクを低減。




■　保有資格・スキル
【資格】
•  USCPA（米国公認会計士） 
•  CIA／CFE などガバナンス・内部監査・不正対応関連資格 
•  情報セキュリティ関連資格（ISMS／ISO27001 等・任意） 
•  TOEIC 800点以上、ビジネス英語（海外子会社対応レベル）
【スキル】
•  J-SOX／US-SOXの統制設計・評価、ITGC／ITAC評価 
•  業務・IT・グローバル子会社の内部監査（財務／業務／IT） 
•  不正調査（ヒアリング、データ分析、証跡検証） 
•  FCPA・各国アンチブライバリー規制の実務対応 
•  ガバナンス構築（RCM・フロー整備、標準化・横展開） 
•  BCP／危機管理体制の企画・訓練設計 
•  PMO（ステークホルダー調整、課題／リスク管理） 
•  PowerPoint（経営報告）・Excel（データ分析／検証）

■　自己PR
リスクマネジメント領域において、現状把握・論点整理・統制設計・監査・改善・定着までを一貫して推進してきた点が強みです。J-SOX／US-SOX、内部監査、不正調査、FCPA・各国規制対応、ガバナンス整備、BCP・危機管理など複数領域を横断し、国内外子会社を含むグループ全体のリスク管理高度化に関与してきました。
また、経営層・監査法人・海外拠点・法務・ITなど多様なステークホルダーと連携し、利害が交錯する状況でも合意形成を主導。統制の成熟度向上、監査指摘削減、統制文書の標準化、不正リスクの早期発見、危機対応力の向上といった成果を、定量データを用いて説明できる点も評価されています。
今後は、ガバナンス・内部監査・不正対応・海外リスク管理の知見をさらに深め、企業のリスク最適化と持続的な経営基盤の強化に貢献していきたいと考えています。
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